
石田工務店株式会社 
一級建築士事務所

マザーハウス
建築業許可：京都府知事許可（般29）第5139号
宅地建物取引業者免許：京都府知事（4）第11354号

0120-296-481
つくろう　   　 しあわせいっぱい

検索マザーハウス    石田工務店
https://isida.jp

※電話受付は平日9：00～16：00（12：00～13：00のぞく）

①夏涼しく冬暖かい
<断熱を高めた住まい> <床、階段、棚は杉板、

壁はホタテ貝塗り> <収納計画>

②自然素材の室内材料 ③使いたいものが
　　　すぐ取り出せる

→ →
E-mail : isco@wonder.ocn.ne.jp
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2Fにある高さ3.3ｍの吹抜大空間(寝室)

写真︓弊社モデルハウス2F

見学会住所：〒606-0802　京都市左京区下鴨宮崎町122-1
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10︓00～16︓00
リノベーション
完成見学会

お施主様の御好意により
お住みになる引渡し前の見学会になります。

2020年

予約不要

コロナウイルス感染対策を徹底してお待ちしております。
ソーシャルディスタンスのため、

入場をお待ちいただく可能性があります。ご了承ください。
（ご予約不要としておりますが、
事前にご連絡いただければ、

優先してご案内させていただきます。）

New!　マザーハウス

OPEN HOUSE
築34年の家が

生まれ変わりました

石 田 工 務 店

R

お友達からのご紹介で木工教室やもちつき大会などのイベントにお
越しいただいていました。
ゲストハウスとしていた中古の住まいをリノベーションしたいとの
ご要望をお持ちでした。
自然素材をふんだんに使った広々とした空間で暮らしたいという
 I 様ご夫婦の思いを共有し工事が進んでいきました。

この住まいのお施主様（ I 様）

五感を大切にする住まいマザーハウスは、住む人が健やかに暮らせ生活の楽しさを感じる家です。（五感について裏面に記入）
本見学会の3つの見どころポイント
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小屋裏にかくれていたみごとな梁が
この住まいのシンボルになりました。
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素材

顔

職人

木材

工法

間取り安全で自然なもの。

丁寧に、念入りに。

日本の気候風土に
適した国産材を使う。

住む人らしさ
その暮らし方を一緒に
考える。

家のすみずみまで
均一温度±１℃

顔が見える家づくり。

株式会社 石田工務店 TEL：075-451-5051 FAX：075-451-8040
マザーハウス石田工務店 検索

https://isida.jp詳しくは
ホームページを
ご覧ください。

一級建築士事務所

0120-296-481
つくろう　   しあわせいっぱい建築業許可：京都府知事許可（般29）第5139号 宅地建物取引業者免許：京都府知事（4）第11354号

〒603-8228 京都市北区紫野東舟岡町55-1

無垢の杉を使用したフローリングは、木の

温もりが素足に優しく、素材に触れること

が多い赤ちゃんにも無害で安心な素材で

す。吸放湿効果があるのでダニやハウスダ

ストの発生を抑えます。

目に見えない構造から内装にまで、国産無

垢材を使用し、安心・安全な素材にこだ

わっています。

構造から内装に至るまで専属の熟練職人

が１棟１棟丁寧に、目に見えない部分も念

入りにつくります。

住まわれる方の暮らしにあわせてつくり

あげる住まいです。

手間を惜しむことなく、一材一材木の特性

を引き出し、丈夫で上質な住まいづくりに

取り組んでいます。

産地の明確な良質な国産材を主に使用し

ます。

薬剤処理をしないで、しっかり乾燥をする

ことで木材本来の粘りや艶、香り、調湿作

用、防虫効果が持続します。

乾燥や輸送にかかるエネルギーやCO2の

削減だけではなく、国産材を使用すること

は未来の森林を守ることにも繋がります。

「小さく作って広く住む」

広がり間取りは、家族の自然なふれあいを大

切にした間取りです。光や空気の流れも考

慮しながら部屋間が一体に繋がるようにし

ています。住む人のお話をしっかりお聴き

して、これからの暮らし方を目に見える形で

提案していきます。

「どんな暮らしがしたいですか？」

これが間取りづくりの大切なポイントです。

断熱材には発泡ウレタンを使用します。

グラスウールなどの断熱材を使うと壁の中

に入り込んだ空気中に含まれる水分が結露

し家の耐久性を損なう原因になるからです。

高気密性は家の中の快適温度を保ち換気に

よりきれいな空気をつくるための大切な考

え方です。省エネルギーで家中どこにいっ

てもほとんど同じ温度を保つため使えない

部屋がなくなります。

（新築住宅）

私たちは着工式や上棟式などの様々な式やイベントを通

じて、お客様と作り手のお互いの顔が見える関係を大切

にしています。

お客様と作り手が信頼関係で結ばれているからこそよい

家づくりができると考えているからです。完成後もずっ

とお客様にとって信頼できるパートナーであるため、定

期的な点検訪問を行います。また、木工教室やもちつき大

会などを通じて親交を深める催しなども行っています。

家を建てることで結ばれるご縁を大切にしています。

PHOTO：弊社モデルハウス　京都マザーハウス紫野ダイニングキッチン

代表取締役 石田泰久

マザーハウスは、
住む人が健やかに暮らせ、
生活の楽しさを感じる家。

　京都の底冷えする冬と蒸し暑い夏

を、いかに快適に暮らせるかを研究し

た私たちの家づくりは、26年前から続

いています。

住む人の安心と安全な住まいをつくる

というのは当たり前。「自然」と「人」が

調和した木の家を自由な発想でお施主

様と一緒につくる。

　ひとつひとつが手づくり。つくるしあわせ、できあがるよ

ろこびの後、住まいと人が時の流れの中で、共に味わい深く

なっていく。

　住む人が健やかに暮らせ、生活の楽しさを感じる家。

　それがマザーハウスです。

五感を大切にした住まいづくり
〈視覚について〉

目から、色、素材感、形のバランスや大きさなど多くの情報が入ってき
ます。暮らす空間である住宅の色や形は奇抜すぎず落ち着きが大切にな
ります。素材においては、人工のものよりも天然素材に人はぬくもりを

感じ、心もやすらぎます。

〈触覚について〉
手ざわり、肌ざわり、足ざわり。そのざらつきが心をなごませ落ち着き

を与えます。

〈臭覚について〉
自然素材から発生する〝におい”。

杉・檜・松…木の〝におい”をかぐと心が落ち着きます。他にも食材を
調理する時のいい〝におい”。風が運んでくる、季節の〝におい”。〝に

おい”は人生に潤いを与えます。

〈味覚について〉
おいしいものを食べると人は笑顔になります。住まいに一番大切な場所
はおいしいものがつくられるキッチンとおいしいものが食べられる食卓

なのかもしれません。

〈聴覚について〉
人は静かすぎると落ち着けないものです。家族の気配を感じる音、家事

をする音、住まいで聴く心地よい音を大切にしたいます。

おいしい食事は、健康なからだをつくるだけでなく、

自然と会話を生み、幸せな家族の時間を育みます。このような

食を中心とした住まいづくりに取り組んでいます。
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